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1. 最近酸敗油の毒性について云々されているが一般

家庭 での油脂 の利用は かな り盲目的な点 が多い。我々は

家政学的立場 より長時 間衣揚げ処理 を加 えた天ぷ ら油を

動物に投与し た場合の影響 を観察すべ く以下の実験を試

みた。

2. 実験動 物には ウイスター系純系雄 シロネズ ミを用

い ，6 匹ずつ ３群 （無処理 油,動物性材料に て加熱処理 ，

植物性材料に て加熱処理 を施 した油を投与 ）に分 け，同

時 に油脂 大量投 与の弊害をみるた め，無 処理油18% のも

の，対 照として固型 飼料投 与のものを飼育 した。なお 標

準飼料はForker らの方法に従っ た。か くして60日間飼

育 の後，肝臓 組織標本 の作製，総脂質，並 びに ＴＢＡ 値

の測定を行なった。

3.    (1）処理 油投与 のものは飼育 ６週以 後体重 の減少を

示 した。また動物性 材料処理油投与 群では下痢 ，脱毛 ，

鼻血を認めた バ2)肝 臓の蓄 積脂肪は体重 に比し て大量投

与，動物性材料処理油投与，植物性材料処理油投 与群の

順で多かった。病理 所見に於ては 動物性 材料処理油投 与

群 が最 も脂肪蓄 積が多 かっ た。(3）肝総脂質 量は投与脂肪

量の多い 群に高かったが，大量投 与と動物性材料処理 油

投 与群 では総脂質 量が多い にもかかわらず ＴＢＡ 値の著

しい上昇 をみなかった。


